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生駒経済論叢　第１２巻第２号　２０１４年１１月

ソーントン･ワイルダーのサイクル劇 

「人間の七つの世代」の２つの劇
―未完に終わった理由を探る―

井 上 治

概要　ソーントン・ワイルダーの後期のサイクル劇のひとつである「人間の七つの世代」に

含まれる２本の一幕劇「青年時代」と「地下を流れる川」は未完の作品である。「青年時代」

は，演劇の新しい表現形式を提示できていないこと，舞台上で物語を押し進めていくアク

ションがないこと，「地下を流れる川」は，演劇的手法は用いられているものの，物語を押

し進めていくアクションがないこと，モチーフを話の筋の中にうまく組み込むことができて

いないことが，それぞれが未完になった理由として考えられる。さらに，ワイルダー自身が，

新しい演劇的手法をもつ芸術作品としての戯曲をもう創造できないことを自覚していたとい

うことも，理由として付け加えられるかもしれない。

キーワード　ソーントン・ワイルダー，「人間の七つの世代」，「青年時代」，「地下を流れる

川」，未完

原稿受理日　２０１４年１０月７日

Abstract　Thornton Wilder’s two one-act plays: “Youth”and“The River Under the 

Earth,” which are included in one of his cycle plays, The Seven Ages of Man, he wrote 

in his later years, were left unfinished.   The reasons why they were left unfinished 

can be mentioned as follows: in“Youth,” neither new nor established dramatic 

method is used, and no dramatic action by which the plot of the play moves ahead 

happens; in“The River Under the Earth,” no dramatic action happens either though 

some dramatic methods are used, and some central motifs of which Wilder emphasizes 

the importance are not firmly embedded in the plot of the play.   It may also be 

added to the reasons that Wilder realized he could not write any more plays with a 

new dramatic method which would be recognized as a work of art.

Key words   Thornton Wilder，The Seven Ages of Man, “Youth”, “The River Under 

the Earth”, unfinished



１.　は　じ　め　に

ソーントン ･ ワイルダー（Thornton Wilder, １８９７�１９７５）の生誕１００年にあたる１９９７年

に，『ソーントン・ワイルダー一幕劇集　第一集』（The Collected Short Plays of Thornton 

Wilder Volume Ⅰ, 以下『第一集』，または，Volume Ⅰと略記する）が出版されることに

よって，彼が作家としてのキャリアの後期に構想した，一幕劇による２種類のサイクル劇

のひとつである「人間の七つの大罪」（The Seven Deadly Sins）は７作品すべてがそろい，

もうひとつの「人間の七つの世代」（The Seven Ages of Man）についても，それまでに知

られていた「幼年時代」（“Infancy”）と「子供時代」（“Childhood”）の２作品に，本論

文で取り上げる「青年時代」（“Youth”）と「地下を流れる川」（“The Rivers Under the 

Earth”）の２作品を加えた４作品が並んだ。

「人間の七つの世代」の４作品については，まず，「子供時代」のみが１９６０年１１月に『ア

トランティック・マンスリー』（Atlantic Monthly）誌に発表された。そののち，「幼年時代」

と「子供時代」が，「人間の七つの大罪」のひとつである「アッシジの人」（“Someone 

from Assisi”）と３本立てで，「ブリーカー・ストリートのための劇」（Plays for Bleecker 

Street）という総合タイトルのもと，ニューヨークのサークル・イン・ザ・スクエア（Circle 

in the Square）劇場において１９６２年１月１１日から上演された。その後，この２作品に関

しては，サミュエル・フレンチ（Samuel French）社が，１９６４年からアマチュア・グルー

プ限定の上演許可証を発行し，その後，１９７０年６月に上演用台本を出版することで，プロ・

アマを問わず上演することが可能になった。いっぽう，「青年時代」と「地下を流れる川」

については，「地下を流れる川」が『第一集』発売３カ月前の１９９７年３月に『アメリカン・

シアター』（American Theatre）誌に発表されたが，「青年時代」は『第一集』において初

めてお披露目された作品であり，ともにワイルダーの生前においては未上演・未刊行のも

のであった（Volume Ⅰ １０４, ３２３）。

さらに，この２作品は，ワイルダーの生前に未上演・未刊行であるだけでなく，ワイル

ダーの友人で，俳優兼ディレクターであるジム・オニール（F. Jim O’Neil）の努力によっ

て，いちおう完成された形となっているが，ワイルダーの手によっては未完成の作品なの

である。筆者は「幼年時代」と「子供時代」に関しては以前にすでに論じたので，本論で

は，「青年時代」と「地下を流れる川」について，「幼年時代」と「子供時代」を中心に他

のワイルダーの作品との比較をしながら考察し，この２作品が未完成に終わった理由を明
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らかにしてみたい�。

２.　「青　年　時　代」

この作品は，ジョナサン・スウィフト（Jonathan Swift）の『ガリバー旅行記』（Gulliver’s

Travels）からインスピレーションを得て創作された一幕劇である。『ガリバー旅行記』の

主人公と同じ名前のレミュエル・ガリバー（Lemuel Gulliver）が，難破船から生き延び

てある島へ上陸するが，そこは青年時代が終われば死ななければならないという慣習があ

る島であった。彼は国へ帰るために小舟さえ提供してくれればよいと頼むのだが，小舟は

そのような目的では使わないと断られ，４６歳の彼は島から出ていくことを許可されない。

年長の者たちの導きによって青年たちは人間として成長することができるのだから死ぬ必

要はないことを彼は訴えるが，まもなく青年時代を終えるその島の君主からも理解を得る

ことはできないという筋の作品である。

まず，この一幕劇の特徴は『ガリバー旅行記』から着想を得た作品だということである。

ワイルダーは他の作家の作品からインスピレーションを得て創作することが比較的多い作

家である。例えば，サイクル劇「人間の七つの大罪」のひとつの「シェイクスピアと聖書」

（“In Shakespeare and the Bible”）については，ヘンリー・ジェイムズ（Henry James）

の作品に駆り立てられて書いたことを日誌の中で述べており（Gallup ２５９），さらに，『危

機一髪』（The Skin of Our Teeth, １９４２）に関しては，剽窃騒動に巻き込まれたせいもあり，

１９５７年に出版された『劇三篇』（Three Plays）の序文で，“The play is deeply indebted to 

James Joyce’s Finnegans Wake.”（Preface xiv）とはっきりと記している�。

また，ワイルダーは，「ある作品を翻案した作品の翻案」を創作に多く取り入れている。

例えば，初期の中編小説『アンドロスの女』（The Woman of Andros, １９３０）は，ギリシア

の喜劇作家メナンドロス（Menander）の劇をベースにした，ローマの喜劇作家テレンティ

ウス（Terence）の『アンドリア』（Andria）がもとになっている。また，多幕劇『結婚仲

介人』（The Matchmaker, １９５５）は，イギリスのジョン・オクスンフォード（John Oxenford）

の『素晴らしい一日』（A Day Well Spent, １８３５）という劇をもとにした，オーストリアの

ヨハン・ネストロイ（Johann Nestroy）の喜劇『楽しきかな憂さ晴らし』（Einen Jux will 
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�　「幼年時代」と「子供時代」に関する論考は，参考文献欄の論文を参照（井上「ソーントン・ワ
イルダーの『ブリーカー・ストリートのための劇』論」）。
�　ワイルダーが特定の作品からインスピレーションを受けて創作することに関して，ポール・リ

フトン（Paul Lifton）も多くの例を挙げて解説をしている（Lifton“Theatrical Rag � ut”２８４ 
８５）。



er sich machen, １８４２）を翻案した，自らの多幕劇『ヨンカーズの商人』（The Merchant of 

Yonkers, １９３８）を改稿したものである。さらに，多幕劇『アルケスティス』（The Alcestiad, 

１９５５）は，ギリシア神話をベースにしたエウリピデス（Euripides）の悲劇『アルケスティ

ス』（Alcestis）をワイルダーが翻案した作品である。

このような創作方法を多く取り入れる理由は，ワイルダー自身が，『劇三篇』の序文で，

“The theatre has lagged behind the other arts in finding the‘new ways’ to express 

how men and women think and feel in our time.  I am not one of the new dramatists 

we are looking for. I wish I were. . . . I am not an innovator but a rediscoverer of 

forgotten goods and I hope a remover of obtrusive bric-a-brac.”（Preface xiv）と述

べているように，他の芸術に後れを取っている演劇が見つけるべき「新しい方法」とは，

実は，古い時代の忘れられてしまっている作品や演劇的手法の中にあると思っているから

なのである。彼のこのような発想は，同じく『劇三篇』の序文で，“I should be very happy 

if, in the future, some author should feel similarly indebted to any work of mine.　

Literature has always more resembled a torch race than a furious dispute among 

heirs.”（Preface xiv）と述べているように，良い文学というものはその時代で絶えてしま

うものではなく，時代を超えて受け継がれていくべきものだ，というワイルダーの考え方

から生まれてきている。そして，「古い時代の良いものを再発見する」というこの考えが

活かされ，この「青年時代」が生まれてきたわけなのである。

さて，ワイルダーは，１９６０年５月２７日付の日誌で，“Extreme Old Age”というタイトル

の一幕劇の構想を書き記している。青年時代とは世代設定が大きくずれているが，「死な

なければいけない慣習があり，彼らはそれを受け入れている」という筋の設定は同じであ

るし，「難破船からの帰還」というイメージも述べられている（Gallup ２８６�８７）。そして，

その後，１９６０年１２月２５日付の日誌で，“ Youth,’‘Gulliver in Juventicol,’ or ‘Gullivers 

among Juventibs’”（Gallup ２９２）というタイトルの劇の創作を計画していることを記し，

その数か月後の１９６１年４月８日付の日誌で，“Of the projects in the above entry I have 

half completed the‘No. １’ ― for Hindemith, and all but finished the‘No. ３,’

Youth-Gulliver.’”（Gallup ２９２）と記し，作品をほぼ完成させていることを述べている。

さらに，これよりずっと以前からワイルダーは『ガリバー旅行記』の翻案に大きな関心を

もっていた。１９４９年に『ガリバー旅行記』の映画化が企画されていた際に，ワイルダーは，

自分が映画の脚本を制作するのならばそれはオリジナルな映画においてであるという理由

で，その脚本制作を断ったのであるが，彼は俳優ケーリー・グラント（Cary Grant）に，
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映画化をする際の助言の手紙をわざわざ書き送っている。その手紙では，“Don’t treat 

it as a fantasy.　 Treat it as dead-pan sober-serious travel-experience.”（Wilder 

and Bryer ４７４, underlined by Wilder），そ し て，“Do you need to add some plot ? 

Love-interest（given the difference of size !）is out of the question; but what is 

lacking is any person-to-person relation between anybody and anybody.　Can you 

hold the interest of audiences for two hours on the situation GIANT-PYGMY ?”（Wilder 

and Bryer ４７５, underlined by Wilder）と書いて，ファンタジーとして描くべきではな

いこと，そして，原作に人対人の関係のプロットを書き加えたほうがおそらくよいことを

指摘している。

もちろん，スウィフトは『ガリバー旅行記』をファンタジーとして描いたわけではない

が，このワイルダーの「ファンタジーとして描くべきではない」という考え方が，一幕劇

「青年時代」においても生かされており，この作品のもうひとつの特徴である「お互いを

わかりあえない世代間のギャップ」という主題を作品に取り込むことへとつながっている

といえる。

ガリバーが難破船からたどり着いた島は，ベリンダ（Belinda）が，“No one has ever 

seen anyone older than twenty-nine ― except one that floated up from the sea, 

like yourself.”（Volume Ⅰ ２７３）と述べ，レイディ・シビル（Lady Sibyl）が，“We drink 

the wine.　We sleep.　We are placed in a boat.　The current carries us away.”（Volume

Ⅰ ２７８）と説明する，２９歳になると死ななければならないという慣習がある島である。そし

て，青年時代が終わると死ななければならない理由の説明となる，君主であるコーンウォー

ル公爵（The Duke of Cornwall）の次の台詞に，青年時代の若者たちと年上の世代の人

たちの「世代間のギャップ」が，年上の世代の人たちの高慢・強欲・権力欲の犠牲となっ

てきた若者たちの不満と怒りという形ではっきりと示される。

Among those twenty countries was there one that was not governed by old 

men ― governed, misgoverned, burdened, oppressed by old men ?　By the pride 

and avarice, and the lust for power of old men ?　One which did not constantly 

war at the instigation of old men like yourself, to enlarge its boundaries; to 

enslave others; to enrich itself ? . . . And when these prides of yours have obtained 

their lands, whose bodies are those lying upon the field of battle ? ― They are 

the bodies of men under thirty.（Volume Ⅰ ２８２, italics by Wilder）
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これに対して，ふらふらしている若者は年長者からの厳しい指導によってのみまともに

なる，そして，青年時代に年長者からの教育を受けない者は一生ふらふらしたままである

ということを，以下のように述べるガリバーの主張は，上でみた若者の不満や怒りと真っ

向から対立するものである。

Youth left to itself is a cork upon the waves.   As we say of the young: they 

do not know what to do with themselves.　It is only under the severity ― the 

well-wishing severity ― of your elders that you can shake from yourselves 

the misery of your aimless state.（Volume Ⅰ ２８３）

Why, I should tell them［all the islanders］that if a man is not civilized between 

the ages of twelve and twenty ― civilized by the elders ― he will never be civilized 

at all.   And oh, it is not an easy task.  To educate young men is like rolling 

boulders up to the tops of mountains; the whole community is engaged in the 

work and with what doubtless success !（Volume Ⅰ ２８４）

このように，この作品では，「お互いをわかりあえない世代間のギャップ」が主題とし

て描かれているが，この主題は同じサイクル劇「人間の七つの世代」の「幼年時代」と

「子供時代」においても取り上げられている。まず，「幼年時代」では，幼児トミー（Tommy）

が，学びたいのに大人が気付いてくれないことについて，“I want to LEARN and they 

won’t teach me.”（Volume Ⅰ ２３６, emphasis by Wilder），“Time’s going by. I’m getting 

owe-uld［old］. And nobody is showing me anything.”（Volume Ⅰ ２３６, italics by Wilder）

と不満を述べるいっぽうで，母親ミリー（Millie）は，“Tommy ! What are you crying 

about ?”（Volume Ⅰ ２３６），“Miss Millie’s lil［little］lover wants a little attention.”（Volume

Ⅰ ２３６）と，トミーが大人の気を引くために泣き叫んでいるだけとしか思うことができな

いこの場面において，「世代間のギャップ」という主題が描かれている。次に，「子供時代」

においても，母親（Mother）が，両親が亡くなったという設定でお葬式の「ごっこ遊び」

をするような子供たちの発想を理解できず，“No one told me when I was a bride that children 

are half crazy.”（Volume Ⅰ ２５３）と嘆くいっぽうで，娘カロライン（Caroline）は，親

が子供を理解してくれないことを，“Only she［Mother］didn’t unnerstand［sic］children.　

I guess there’s not one in a hundred hundred that unnerstands［sic］children.”（Volume
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Ⅰ ２５８）と諦めるように言う。さらに，「ごっこ遊び」のバス旅行に出かけて父娘の距離が

ぐんと近くなっても，父親（Father）は，子供のために一生懸命働いているのに子供は何

もわかっていないことを，“Look at me: I do the best I can for my family―things to 

eat, you know, and dresses and shoes. I see you’ve got some real pretty shoes on, 

ladies.　But, well, children don’t understand, and that’s all you can say about it.”（Volume

Ⅰ ２６５, italics by Wilder）と説教をするように言い，それに対して娘は，“（Struggling）

Lots of times parents don’t understand children, either.”（Volume Ⅰ ２６５）と，親だっ

て子供を理解していないではないかと反発する。「子供時代」では，以上の２つの場面で，

「世代間のギャップ」という主題が明確に表現されている�。

さらに，この「世代間のギャップ」という主題は，多幕劇『わが町』（Our Town, １９３８）

において，「生者と死者のあいだでのギャップ」に形を変えて提示されている�。『わが町』

の第三幕で，死者となったエミリー（Emily）は「舞台監督」（Stage Manager）の計ら

いでもう一度生者の世界に戻る。生というものを認識するためにはお互いにじっくりと向

き合う時間をもつことが大切であることを死者となって気付いたエミリーに対して，生者

である母親のウェブ夫人（Mrs. Webb）は料理をするのにいそがしく，エミリーとじっく

りと向き合ってはくれない。その際のエミリーの，“（With mounting urgency）Oh, Mama, 

just look at me one minute as though you really saw me. . . . But, just for a moment 

now we’re all together.　 Mama, just for a moment we’re happy. Let’s look at one 

another.”（Three Plays ９９, italics by Wilder）という心からの叫びは，「生者と死者のあい

だでのギャップ」と「世代間のギャップ」の違いはあれど，「幼年時代」のトミーや「子

供時代」のキャロラインの，さらには，「青年時代」の君主が青年を代表して語る，年上

の世代の人たちへの怒りや不満と同質のものなのである。

以上，この項では「青年時代」について考察してきた。この作品が未完成に終わった理

由に関しては，「地下を流れる川」について考察したのち，最後の項で２作品についてま

とめて論じる。
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�　ポール・リフトンも，「幼年時代」と「子供時代」の主題は，世代間でコミュニケーションが
取れないことへの失望であることを指摘している（Lifton Vast Encyclopedia １２６）。
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ドスタイン（Malcolm Goldstein）とデイビッド・カストロノボ（David Castronovo）がそれ
ぞれ指摘している（Goldstein １５３, Castronovo １５３）。



３.　「地下を流れる川」

この作品は，数組の家族でバーベキューをしている湖畔から離れた岩場で，カーター夫

人（Mrs. Carter），息子トム（Tom），娘フランセスカ（Francesca），夫カーター（Mr. 

Carter）の４人が織りなす，舞台上で何も事件は起こらない，台詞を中心とする一幕劇で

ある。カーター夫人が年寄りだと言われたことで，そして，ヴァイオレット（Violet）と

いう女の子をめぐって，トムがそれぞれけんかを起こしたことをきっかけに，カーター夫

妻は息子と娘がもつ嫌がりとこだわり（トムは他人が年を取ることを嫌がり，ヴァイオ

レットという名前や香りにこだわる。いっぽう，フランセスカはその岩場を嫌がり，父の

吸う煙草の香りとその銘柄であるチャーリー［Charlie］という名前にこだわる）に関し

て，自分たちが忘れていたこと（カーター夫人は，トムが２歳のころに自分がヴァイオ

レットの服を着て香水をつけていたこと，夫は，フランセスカが６～７歳のころにその岩

場で鳥の埋葬をした後に高熱を出したこと）を思い出し，ほんのちょっとしたできごとが

その嫌がりとこだわりの要因になっていることに気付くという話の筋である。

この作品の特徴は，写実主義演劇のいわゆる「第四の壁」を壊すための演劇的手法が用

いられていることである。「人間の七つの大罪」の７作品中では，「酔っ払った運命の三女

神」（“The Drunken Sisters”）において，「登場人物による観客への語りかけ」，「その場

で駆けることでの時空間の移動の表現」，「パントマイム」が用いられているが，残り６作

品では用いられていない。いっぽう，「人間の七つの世代」では，「幼年時代」において，

「幼児の役を大人が幼児の服装で演じる」，「舞台上に異次元の時間である『夢の時間』が

流れる」ことで，そして，「子供時代」において，「舞台上に異次元の時間である『夢の時

間』が流れる」，「椅子を並べてバスに見立てる」，「舞台上を移動することなく台詞のみで

時空間の移動を表現する」ことで，リアリズム演劇の壁を打ち破ろうとしている。そして，

「地下を流れる川」でのひとつ目の手法は，“At both sides of the stage are boxes of various 

sizes, but none very large ― orange boxes, canned goods boxes, covered with burlap or bits 

of rug.　These are rocks.”（Volume Ⅰ ２９５）とト書きで表現されている，「岩を箱で表現す

る」というものである。そして，「舞台装置を別のもので簡略化して表現する」というこ

の手法は，ワイルダーの他の作品では，まず，１９３１年に出版された一幕劇集『長いクリス

マス・ディナー』（The Long Christmas Dinner and Other Plays in One Act）収載の「特急

寝台列車ハイアワサ号」（“Pullman Car Hiawatha”）で，向かい合わせに置いた二脚の

第１２巻　第２号

─　　（　　）─728



椅子で寝台を表現することで，さらに，「トレントンとカムデンへの楽しき旅路」（“The 

Happy Journey to Trenton and Camden”）で，低い台と四脚の椅子で自動車を表現す

ることで用いられた。その７年後の『わが町』においては，脚立が二階の部屋を表し，二

脚の椅子の背に載せた一枚の板がドラッグストアのカウンターを表し，三列に並べられた

椅子が墓地のお墓を表した。さらに，その２４年後の「子供時代」においては，並べられた

数脚の椅子がバスの座席に見立てられた。

そして，「地下を流れる川」でのもうひとつの演劇的手法は，“The action of this play takes 

place in the dark, but I wish it to be played in bright light.”（Volume Ⅰ ２９５）とト書きで表

現されている，「舞台設定は夜であるが照明を明るいままで演出する」というものであり，

これまでのワイルダーの戯曲にはみられない新しい手法である。観客には舞台上のあらゆ

るものがはっきりと見えているので自分たちならば数秒で移動できる空間を，周囲がほと

んど見えないという設定の俳優はゆっくりと移動していく。観客が想像する時間と，舞台

上を俳優が移動していくのを見て体感する時間とのギャップが，舞台上に異次元の時空間

が生まれているような錯覚を観客に与えるであろう。さらに，俳優たちは，「すべてが見

えているのに見えていない」というパントマイムを演じることになるわけであり，その演

技は，「すべてがはっきりと見えている」はずの観客の想像力をかきたて，舞台の照明を

落とした演出では「見えなかった部分を見せる」ことになるのである。

さて，この作品でもうひとつ考察しておきたいことは，この作品が果して「人間の七つ

の世代」に含まれる作品かどうかという点についてである。『第一集』のこの作品のタイ

トルの下には，“（? Middle Age）”（Volume Ⅰ ２９５）と疑問符が付けられている。まず，こ

の作品では，「人間の七つの世代」の他の３作品において取り上げられている「お互いを

わかりあえない世代間のギャップ」が主題として描かれていない。娘フランセスカが，劇

の中盤で，“（Francesca thinks this is very funny. Gales of laughter）”（Volume Ⅰ ３０２），

“（More laughter）”（Volume Ⅰ ３０２），“（Gales of laughter）”（Volume Ⅰ ３０２）とト書きで

示されている，トムがけんかをしたきっかけとなった，母カーター夫人が他人と間違われ

て年寄りだと言われたことを爆笑しながら紹介する場面で，一瞬この主題が示されている

ようにみえる。しかし，カーター夫人はそのエピソードや娘の態度に腹を立てることは

まったくなく，娘も劇の後半で，笑ったときのことを振り返って，“Papa, why was I so 

mean to Mother ?”（Volume Ⅰ ３０９），“Yes, I was. When I was telling that story 

about the boy from Milwaukee . . . mistaking Mother for an old woman, like Mrs. 

Cavanaugh. I knew I was mean while I was doing it.”（Volume Ⅰ ３０９, ellipsis by 
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Wilder）と言って泣き，反省を示す流れとなっており，母娘間の対立というものは起こっ

ていない。確かに，４作品の中だけでみると，この作品だけは「世代間のギャップ」が主

題として描かれていないが，「人間の七つの世代」は全７作品の予定だったわけであるか

ら，主題が異なるというだけではサイクル劇に含まれるか否かを判断することはむずかし

い。

次に，登場人物の数である。「人間の七つの世代」の他の３作品では登場人物（「青年時

代」については主要登場人物）が５人であるのに対して，この作品は，カーター夫妻とそ

の娘と息子の４人であり，その他の人物に関しては，舞台の奥からその声のみが聞こえる。

なぜ，登場人物の数が重要であるかというと，１９２８年に出版された彼の初の劇集『池を波

立たせた天使』（The Angel That Troubled the Waters and Other Plays）は，ワイルダーがそ

の「まえがき」（“Foreword”）で書いているように，“Three-Minute Plays for Three Persons”

（xii）と名付けて創作を開始した短い劇が集められたものであり，１９５６年１２月２日の日誌

で，“Four-Minute Plays for Four Persons”（Gallup ２５７）と名付けて書き始められた一

幕劇は，もうひとつのサイクル劇「人間の七つの大罪」を構成する作品となったからであ

る。「人間の七つの大罪」が「四人で演じる四分間劇」であることを考えると，ワイルダー

は「人間の七つの世代」を「五人で演じる五分間劇」と設定したことは容易に推察できる。

この点からみると，登場人物が４人である「地下を流れる川」は，「人間の七つの世代」

には属さないことになる。

最後に，創作時期をみると，ワイルダーが１９５７年６月１４日付の日誌に，“When did this［“The 

Rivers Under the Earth”］first present itself to me ? . . . Probably it first presented 

itself to me about Saturday the ８th, then was suppressed for several days.”（Gallup 

２６５）と記している１９５７年の６月前後であり，この時期は，のちにもうひとつのサイクル

劇である「人間の七つの大罪」に含まれることになる作品群をワイルダーが積極的に書き

始めた（Gallup ２５７�５８）およそ半年後に当たる。いっぽう，「人間の七つの世代」の他の

３作品とくらべると，「青年時代」は，前項でみたように，１９６０年に構想が始まり，１９６１

年にほぼ書き終えられている。そして，１９６２年１月に上演された「幼年時代」と「子供時

代」に関しても，創作開始時期ははっきりとしていないが，１９６０年５月１６日付の日誌で，

  Have been reading aloud Childhood and the three-quarters finished Infancy.　They 

are all right.”（Gallup ２８０）と記されているように，１９６０年にはほぼ書き終えられてい

る。したがって，「地下を流れる川」の創作時期は，「人間の七つの世代」の作品群の中で

みると，おそらく数年古いことになる。さらに，この作品の創作開始時期である１９５７年６

第１２巻　第２号

─　　（　　）─7410



月とは，ワイルダーが１９５８年１１月２４日付の日誌で，ジェイムズ・ジョイス（James Joyce）

の『ダブリナーズ』（Dubliners）からインスピレーションを得て，「人間の七つの大罪」と

いうテーマを思いついた１９５８年１１月前後（Gallup ２７０�７１）よりも１年以上前に当たり，

さらに，ドナルド・ガルプ（Donald Gallup）が，ワイルダーが「人間の七つの世代」と

いうテーマを思いついた時期を，“But a year later, in May １９６０,‘The Seven Deadly 

Sins’ plays were still not complete; an entirely new series ―‘The Seven Ages of 

Man’ ― had been added”（Volume Ⅰ １１０）と紹介している１９６０年５月前後よりも３年ほ

ど前に当たる。つまり，この作品の創作開始時点では，ワイルダーは，「人間の七つの大

罪」や「人間の七つの世代」というテーマをまったく意識せずに書き進めていたことにな

る。

この作品が「人間の七つの世代」に含まれる要因となった根拠を，未完成のこの作品に

３行のト書きを書き加えていちおうの完成版を考えたジム・オニールは，“The place of 

The Rivers Under the Earth in Wilder’s schema of short plays is ambiguous.　 In its 

first draft it was entitled Children.　That title was dropped in later drafts.　Students 

of Wilder have speculated that he finally meant the play to represent middle age, 

since Childhood was the title given to one of the three‘Plays for Bleecker Street,’

. . .”（Volume Ⅰ ３１０）と，この作品の位置付けはあいまいであると述べながらも，最初の

原稿の「子供たち」というタイトルがその根拠となっていることを示唆している。だが，

最初の原稿に「子供たち」というタイトルが付いていて，そして，「子供時代」というタ

イトルの上演された作品が存在するからという理由で，この作品を「中年時代」へと振り

替えて，「人間の七つの世代」の作品であると考えることは正しいことなのであろうか。

ここで興味深いことに，ワイルダーの伝記を書いたギルバート・ハリスン（Gilbert A. 

Harrison）は，“Adolescence was to have been set in ancient Babylon, where we would 

see the children as adolescent, then their parents as adolescent, then that epoch in 

history as adolescent.   ‘It’ll be scrumptious,’Thornton wrote before throwing it 

away.”（Harrison ３３５）と書いて，「思春期」というタイトルの作品が存在していたこと

を指摘している。確かに，「地下を流れる川」は，４３歳と３８歳の中年の夫婦が娘と息子の

嫌がりとこだわりの要因に気付いていくという大人の視点からの作品ではあるが，「子供

時代」も，“Is it wrong of me to wish that . . . just once . . . I could be an invisible witness 

to one of my children’s dreams, to one of their games ?”（Volume Ⅰ ２５４, ellipsis 

by Wilder）という父親の視点から子供たちの夢の中へと入っていくわけなので，大人の

ソーントン・ワイルダーのサイクル劇「人間の七つの世代」の２つの劇（井上）

─　　（　　）─7511



視点からの作品だという理由で「中年時代」というタイトルにする必要はない。さらに，

娘と息子はそれぞれ１７歳と１６歳でまさに「思春期」の設定になっているので，もしもワイ

ルダーが創作過程のいずれかの時点において，この作品を「人間の七つの世代」に収載し

ようと意図したならば，彼はこの作品に「思春期」というタイトルを付けることができた

わけである。このように，「思春期」というタイトルを付けようと思えば付けられたであ

ろうこと，そして，最初の原稿以降からは「子供たち」というタイトルが消えていること，

さらに，結局のところ登場人物が４人であることを考え合わせると，ワイルダーはこの作

品を書き進めながら，「人間の七つの世代」に含めようと考えた時期もあったかもしれな

いが，結局は「人間の七つの世代」の作品群とは別のものと考えていたことが推察される

のである。

ワイルダーは，この作品を書き進めていたころの１９５７年６月１４日付の日誌において，“So 

far this play［“The Rivers Under the Earth”］has been developing along the lines 

of Tom［Everage］’s relation to his mother; I planned it to arrive at a culmination 

illustrating ― so recurrent in me ― the relations between a daughter and a father.　

After today’s work it looks as though the boy’s story will be oh ! quite sufficient.”

（Gallup ２６５）と，トムと母親との関係を描くだけで十分な長さになっていることを記し

ている。つまり，その十分な話の長さの時点から娘と父親との関係を描くとすると，「五

人で演じる五分間劇」の長さには収まらない作品となるはずである。そして，オニールは，

上の引用箇所の，“I planned it . . . between a daughter and a father.” の部分を引用し，

ワイルダーの意図を汲んだとして，“（Mr. Carter holds out his hand and Francesca moves 

closer and takes his hand. They both look into the distance, lost in their thoughts and feelings, 

as the lights fade.）”（Volume Ⅰ ３１０）というト書きを加えて作品を終わらせている。しか

し，母と息子の関係にくらべると，父と娘の関係が十分に描かれていないことは明白であ

り，オニールの終わらせ方では，劇が急に終わってしまうように感じられる。このことか

らも，ワイルダーは，創作を進めながら，この作品を短い「五人で演じる五分間劇」であ

る「人間の七つの世代」の作品群とは考えなかったこと，おそらく，もっと長い一幕劇と

して考えていたのではないかということが推察されるのである。

４.　お　わ　り　に

それでは最後に，「青年時代」と「地下を流れる川」が未完成に終わった理由を考察し
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てみたい。まず，「青年時代」についてであるが，この作品についても，オニールがト書

きを書き加えて，作品をいちおうの完成版に仕上げている。こちらの作品へのト書きの書

き足しは，「地下を流れる川」とくらべると長いものになっているが，前項の終わりで述

べた，突然終わっているように感じられる「地下を流れる川」のエンディングとくらべる

と，こちらの作品のそれは自然なものとなっている。つまり，父娘の関係についての話の

展開がまだあることが推測される「地下を流れる川」に対して，こちらの作品はエンディ

ングまでほぼ書き終えており，あと数行で完成させることができる状態になっていたわけ

である。

このように，作品の完成の一歩手前で書くことを止めてしまうことは，ワイルダーに

とってはめずらしいことではない。もうひとつのサイクル劇「人間の七つの大罪」の未完

の２作品である「ドアベルが鳴り響く」（“A Ringing of Doorbells”）と「シェイクスピ

アと聖書」においても，彼はエンディングであることが容易に推測できる場面の直前で筆

を止めている。その理由を推測できる文を，ワイルダーは，１９５７年６月１９日付の日誌で，

“Well, I’ve about finished［“The Rivers Under the Earth”］.　 And this‘about’ is 

not the same‘  peu pr s［＝almost］’ as those for“In Shakespeare and the Bible 

and“The［sic］Ringing of Doorbells”― which I could terminate any day, but 

which will never be finished.”（Gallup ２６６）と書いている�。つまり，これらの劇が芸

術作品でなくても良いのならば「いつでも完成させる」ことができたのであるが，作品に

おいて常に新しい表現形式を提示することにこだわるワイルダーにとっては，これらの劇

は芸術作品としては「決して完成されることはない」劇だったのである。

そして，「青年時代」が完成の一歩手前で止まってしまっている理由も，上の２作品が

未完となった理由と同じであると考えられる。なぜならば，前項でみたように，同じサイ

クル劇の「幼年時代」，「子供時代」，そして，「地下を流れる川」においては，写実主義演

劇のいわゆる「第四の壁」を壊すための多くの演劇的手法が用いられているのに対して，

「青年時代」においては，それらの演劇的手法が，新しいものも古いものも含めて，一切

用いられていないからである。ワイルダーは同じ主題をくり返し提示してきた作家である

が，彼が芸術家として優れている点は，それらの主題をそれぞれの作品において常に異な

る表現形式で提示してきたことにある。戯曲についていえば，前項で挙げた多くの例以外

でも，せりふや物語を反復することでの作品の「儀式化」，「舞台監督」の起用，円形パノ

e
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ラマを設置することでの舞台上の時空間の操作，舞台上だけでなく劇場全体の時空間の多

層化，舞台上に登場人物の感情を表現する３色のライトを設置など，過去の作品とは常に

異なる，ときには斬新奇抜な表現形式を用いて作品を発表してきた。このように常に新し

い表現形式を提示することにこだわったワイルダーにとっては，それを提示できていない

「青年時代」は，未完成のままに終わらせるしかなかったことが推察されるのである。

さらに，ワイルダーは，「青年時代」について，１９６０年１２月２５日付の日誌で，“［B］ut it

［＝Youth］would be most difficult to make it an action rather than tableau.”（Gallup 

２９２）と書き記している。演劇における「タブロー」とは，舞台上の行動が一時停止され

る絵画的場面のことを指しており，その場面では舞台上の行動の情緒的な側面を観客の視

覚に訴えようとするものである。「地下を流れる川」においてもそうなのであるが，「青年

時代」では，ワイルダーの代表作『わが町』においてと同様に，物語を前へ進めていくよ

うなできごとは起こらず，台詞のやり取りだけで物語が進んでいく。『わが町』は，「舞台

監督」が作品全体を解体して再構成しているので，「舞台監督」が舞台上の時空間を操作

して，行きつ戻りつ，あちらこちらへ移動しながらさまざまなものを提示することができ

る。したがって，舞台上で大きなできごとが起こらなくても，作品全体は十分に成立する。

いっぽう，「青年時代」では演劇的手法がいっさい取り入れられていないので，台詞のや

り取りだけで物語を前へ進めていき，作品を成立させることがかなり困難であることは容

易に予測ができる。以上のように，「青年時代」では，演劇の新しい表現形式を提示でき

ていないことはもちろんのこと，舞台上で物語を押し進めていくアクションなしに作品を

成立させなければならなかったことも，この作品が未完成のままになった理由であること

が推測できるのである。

次に，「地下を流れる川」についてであるが，この作品では，リアリズム演劇の「第四

の壁」を壊す演劇的手法として，岩を箱で表現することでの「舞台装置を別のもので簡略

化して表現する」というものと，ワイルダーの作品では初めてとなる「舞台設定は夜であ

るが照明を明るいままで演出する」というものが用いられている。それにもかかわらず，

なぜこの作品は未完成のままに終わったのであろうか。

まずは，上で触れたように，この作品では，「青年時代」においてと同様に，物語を前

へ進めていくようなできごとが起こらず，台詞のやり取りのみで物語が進んでいく構成に

なっている。確かに２種類の演劇的手法は用いられているが，舞台装置と部分的な演出に

関するものであり，「幼年時代」と「子供時代」における「夢の時間」の導入や，『わが町』

の「舞台監督」の起用のような舞台上の時空間の自由な操作が可能になる手法ではない。
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したがって，大きなできごとが起こらないのならば，「青年時代」と同様に，台詞のやり

取りのみで作品を成立させることはむずかしかったことが考えられる。

しかし，「地下を流れる川」においては，演劇的手法に関する点と台詞劇である点以上

に，ワイルダーが作品全体の筋の構成に行き詰ったことが未完成の原因であることが推察

される。彼は１９５７年６月１９日付の日誌で，次のように記している。

This play［＝“The Rivers Under the Earth”］presents an enormous difficulty: 

it must be, by its very nature, two-thirds exposition.　I have to plant all those

  buried associations”which, like time-bombs, explode in rapid succession in 

the closing third.　 The poor audience cannot foresee that this will happen; a 

heterogeneous bundle of anecdotes and desultory remarks is thrown at their 

heads.　 Is there any way that I can earlier alert their attention to“what we 

are doing,”“where we are going” ?　 What are these time-bombs ?　 Tom has 

two: gerontology; Violet; and Francesca has Charlie and the dead Robin. Could 

I find a title that would help the matter ?　I doubt it.（Gallup ２６６）

この記述から，トムが，他人が年を取ることを嫌がり，ヴァイオレットという名前や香

りにこだわる，そして，フランセスカが，作品の舞台となる岩場を嫌がり，父の吸う煙草

の香りとその銘柄であるチャーリーという名前にこだわるという仕掛けは施したものの，

ワイルダーがこの仕掛けを話の筋にうまく組み込めていないことがわかる。さらに，“I suppose 

a more skilled dramatist（ . . . ）would have chosen these leitmotifs so that［they］

were more closely connected with one another and the exposition of any one of 

them could be conjoined with that of another.   My four are separate stones that 

must be rolled up hill.”（Gallup ２６６）と続けて記しているように，ワイルダーはその４

つの仕掛けがうまく絡み合っていないことがわかっているが，今後も話の筋に４つのモ

チーフを組み込むことができるはっきりとした自信がないことが示唆されている。以上の

ように，「地下を流れる川」では，演劇的手法は用いられているものの，物語を押し進め

ていくアクションなしに台詞のやり取りのみで作品を成立させなければならなかったこと，

さらに，ワイルダーが作品のモチーフを話の筋の中にうまく組み込むことができておらず，

おそらく組み込むことができないままに作品を成立させるべく書き進めなければならな

かったことが，この作品が未完成のままになった理由として考えられるのである。

ソーントン・ワイルダーのサイクル劇「人間の七つの世代」の２つの劇（井上）
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ワイルダーは，１９６１年１１月に受けたインタビューで，一幕劇による２種類のサイクル劇

「人間の七つの大罪」と「人間の七つの世代」のプロジェクトを公表し，このプロジェク

トは彼の劇作家としての集大成となるはずであった（Gelb １）。しかし，その２か月後の

１９６２年１月１１日に開演された「ブリーカー・ストリートのための劇」として，「幼年時代」，

「子供時代」，そして，「アッシジの人」の３作品が上演されて以降は，ワイルダーの生前

に，サイクル劇の新作が発表されることはなく，サイクル劇以外の新作の戯曲が発表され

ることもなかった。ワイルダーは，「ブリーカー・ストリートのための劇」以降はふたた

び小説へと向かい，１９６７年に長編小説『第八の日に』（The Eighth Day），そして，１９７３年

には遺作となった長編小説『セオフィラス・ノース』（Theophilus North）を発表し，その

２年後に生涯を閉じた。ワイルダーが，晩年にふたたび小説に向かい，新しい戯曲作品を

発表することはなかった理由，言い換えると，「青年時代」と「地下を流れる川」が未完

成に終わった理由は，作家ソーントン・ワイルダー自身が，戯曲ではすべてをし尽くした

ので，自分にはもうそれ以上新しい演劇的手法をもつ芸術作品としての戯曲を創造できな

いことを自覚していたからなのかもしれない。
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